
スポーツにおける脊椎の可能性 ― パフォーマンスを生み出す“しなやかさ”と“安定性” ― 

 

スポーツにおいて、脊椎は身体を支持する構造であると同時に、ハイパフォーマンスを生み出す重要な要素の一つである。 

元プロ野球選手であり、現在は「ハイパフォーマンス」をテーマに企業や組織への講演・コンサルティングを行う高森勇旗氏は、

自身の競技経験やジュニア世代への指導を通して、脊椎の「しなやかさ」と「安定性」がスポーツパフォーマンスに大きく関与す

ると考えている。 

身体の中心から効率的に力を生み出す「出力」、競技場面における対応の幅を広げる「可動性」、そして正確な情報入力と

身体操作につながる「視覚・頭部の安定」。これらに脊椎はどのように関与するのか。 

本企画では、高森氏が競技者・指導者として培ってきた経験知と、本橋恵美のスポーツ医学・運動学の視点を交差さ

せ、それぞれの経験知を科学的知見と照らし合わせながら、ジュニア期から成熟期まで、スポーツパフォーマンスを支える脊椎

の役割について議論する。 

障害予防という視点にとどまらず、より高いパフォーマンスを生み出すための脊椎へ。競技現場の経験と科学的知見の双方か

ら、スポーツにおける脊椎の可能性を探る。 
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東海道新幹線車内誌「Wedge」や、スカイマーク機内誌「空の

足跡」で連載し、書籍化。また、自身の体験を元にした自己啓発

書籍「降伏論」がベストセラーとなり、話題に。 
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事。医療従事者、トレーナー、ヨガ・ピラティスインストラクターを対
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スの研究に取り組んでいる。また、E.M.I. Medical Science 

Lab において、医療機関と連携しながら運動器疾患やスポーツ障

害に対するコンディショニングおよび運動指導を行っている。『臨床

スポーツ医学』『整形・災害外科』などへの執筆多数。著書に『運

動療法の決定版〜Core Power Yoga CPY〜 』『アスリートピ
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